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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
· 欠席する際はワークフローの提出を忘れずにお願いします。

＜議事内容＞

1.褥瘡発生者の確認
　東病棟　
・中村　栄作様～R4.2.25　背骨　12点　発生

　　　　　　　          処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ　　　
　南病棟　

・馬渡　照雄様～R3.12.13尾骨部　16点　
　　　　　　　　　　　　　処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ
・大友富美子様～R4.1.5 　仙骨部　　23点　　発生
　　　　　　　　　　　　処置：ブロメライン・テラマイシン軟膏+ガーゼ
左下腿部　DESIGN-R　15点

　　　　　　　　　　　　処置：イソジンシュガーパスタ軟膏+ガーゼ　
・金澤　和夫様～R.2.4 仙骨部　10点　発生
処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ
・石橋　進様～R.4.2.24　脊柱部　　7点　発生　
処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ
　西病棟　

・現在褥瘡者　なし
　北病棟　

現在褥瘡者　なし
　南山苑　

現在褥瘡者　なし
　南寿の里　

現在褥瘡者　なし

　南風苑　
現在褥瘡者　なし

●稟議書について
南山苑マットレスの稟議書再作成し、再提出しています。
●予防具についての管理表
・現在管理表を作成途中です。次年度から毎月の委員会での報告する形を取りたいと思います。

●事業計画
２０２２年度　委員会事業計画

【計画概要】　褥瘡は高齢者や体力、身体機能が低下している患者（利用者）様にとっては非常にリスクが大きい。委員会では、入院・入所時に褥瘡リスクアセスメントを行い、褥瘡の発生の減少と悪化予防を目指す。

【事業目標】　
1、入院時・入所時より褥瘡に対してのアセスメント(ＡＤＬ、栄養状態)が出来、予防・適切なケアが出来る。

2、職員の知識習得ができ、早期発見・早期対応が出来る。

【目標達成の為の行動計画及び達成基準】

　　　　　　　　　　　　　

１、
報告書の統計・保管（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
各病棟・フロアで褥瘡発生患者・利用者の

把握をする。
1.褥瘡発生・治癒・未治癒報告書は1週間

以内に作成し、委員長、施設管理者、施

設長へ提出。

2.褥瘡発生・治癒・未治癒の報告については、定例委員会時に報告をする。

3.データ管理、毎月人数の把握をする。

２、褥瘡予防診療計画書または、褥瘡対策に関する診療計画書に基づいた対策の実施・評価・指導・保管（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
1.入院時、褥瘡予防診療計画書の作成

2.褥瘡発生リスクのある患者に対して、

褥瘡対策に関する診療計画書の作成

3.褥瘡発生時の看護計画、デザインＲの

作成

4.実施・評価・指導
1.入院患者様を対象に褥瘡予防診療計画書を作成し、電子カルテでの保管をする。

2.褥瘡予防診療計画書において、現在褥瘡のある患者様、歩行不可な患者様に対して、褥瘡対策に関する診療計画書を作成し、毎月評価する。

3.褥瘡発生時には、デザインＲ、看護計画を作成し、病棟スタッフ全員が把握できるよう毎週評価を行う。

4.褥瘡対策に関する診療計画書は定例委員

会にて評価し、問題点など検討して現場

のスタッフへ指導していく。

5．データ管理、毎月人数の把握をしていく。

３、勉強会の実施（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
褥瘡予防対策委員会のスタッフ、現場職員

が、褥瘡に対する知識を習得することがで

きる。

対象者にあった褥瘡予防をすることがで

きる。

外部研修への参加
①褥瘡とは（皮膚の構造・好発部位・原因）

②褥瘡予防について

③体圧分散寝具とポジショニング

④褥瘡と栄養

⑤褥瘡の治療

外部研修の有無、案内時参加

　　４、ラウンド（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
互いに助言や指導を行う事により、より良

いケアを行う。
1.毎月1回、病院・南山苑施設ごとにラウンドし、評価・現在の治療法の確認を行う。また、適切な予防具の検討を行う。

2.ラウンド結果を定例委員会で報告し、委員より部署スタッフへ伝達しケア内容の周知を図る｡

3.褥瘡が悪化している事例がある場合

適宜ラウンドする。

　　５、委員会開催（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
毎月1回の委員会が出来る。
1.開催日：第1火曜日　16：00～16：30

2.委員会に出席が出来ないスタッフは、事

前に不参加理由を報告し、欠席届をワークフローより申請する。

3.褥瘡発生状況、書類作成状況、ラウンド状況の確認。褥瘡予防対策について検討していく。

　　６、マニュアルの更新・見直し（継続）

月
行動計画
達成基準

4月

～

3月
随時マニュアルの見直し、必要時、変更を行う。
1.マニュアルを見直し、随時変更していく。

2.更新・見直し日を記載する。

3.変更した場合は定例委員会にて報告し、スタッフへの周知を図る。

【目標達成の為の具体的行動計画】

　１、報告書の統計・保管（継続）

（１）統計について

①褥瘡（持込・発生）報告書、褥瘡治癒報告書、褥瘡退院(未治癒)報告書を各委員が中心となり提出する。

②データ管理、毎月の人数を把握していく。

　　（２）保管について

　　　　　病院：電子カルテ

　　　　　南山苑：原本を経過録へ綴じる。

２、褥瘡予防診療計画書または、褥瘡対策に関する診療計画書に基づいた対策の実施・評価・指導・保管

（１）褥瘡予防診療計画書の作成

入院患者様対象に評価

　　（２）褥瘡対策に関する診療計画書の作成

①ＤＥＳＩＧＮ－Ｒでの褥瘡評価

②危険因子の評価

③マットレス・予防用具の選択

④ケア・治療方法の選択

⑤栄養士の視点からみた栄養状態評価

⑥看護計画の立案

　　（３）実施・評価・指導

日常生活自立度が低く褥瘡発生の危険性が比較的高い患者様や既に褥瘡の発生している患者様に対し、褥瘡対策に関する診療計画書の作成を実施する。毎月評価し、問題点など検討して現場のスタッフへ指導していく。

　　（４）保管

褥瘡対策に関する診療計画書は作成後、パソコン内でデータ保存(病院は電子カルテ)とする。

※報告書と同様に一覧表にして管理していく。

　３、勉強会の実施

褥瘡予防の意識を高め、患者様への適切な予防ケアが出来るようカンファレンスなどで勉強会を開き褥瘡対策について学んでいく。また施設内などの決められた食事内で予防的な食品についても学んでいく。資料については委員会で準備し、委員が主となる。外部研修の案内があった際は参加し知識向上に努め、勉強会に反映させる。

［内容］

1.褥瘡とは「皮膚の構造･好発部位･原因」

2.褥瘡予防について

3.褥瘡と栄養

4.処置の方法

5.予防具の使用方法、ポジショニングについて

　４、ラウンド

　　　実施日：毎月1回（委員長・副委員長・委員）

①病院・南山苑のスタッフ各施設内でラウンドし、評価をする。

②ラウンドの結果を委員会で報告し、委員より部署スタッフへ伝達し処置内容の周知を図る。

③悪化している事例がある場合は適宜ラウンドする。

④予防具が適切に使用されているか、過不足や破損はないかを確認する。

５、委員会の開催

　　（１）第1火曜日　16：00～16：30　病院2階会議室で開催する。

①委員会に出席できないスタッフは事前に、委員長に報告し、ワークフローにて欠席届を申請する。

②褥瘡発生状況、書類作成状況、ラウンド状況の確認。褥瘡予防対策について検討し、現場へ反映していく。

６、マニュアルの見直し・更新

　　（１）マニュアルの更新

①マニュアルの見直しを行い、変更時には随時更新を行っていく。

②更新・見直し日を記載。

③変更した場合は変更箇所を定例委員会にて報告し、スタッフへの周知を図る。

７、予防具の管理

　　　（１）予防具の管理

　　　　　➀各病棟・施設にある予防具の管理を行う。委員会開催時に報告し、管理状況を把握する。

【年間スケジュール】

月
業務・行事・会議等

４
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価

５
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド

６
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、病院ラウンド委員会内での勉強会

７
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド委員会内での勉強会

８
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、病院ラウンド委員会内での勉強会

９
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド委員会内での勉強会

１０
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、病院ラウンド委員会内での勉強会

１１
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド適宜各部署での勉強会

１２
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、病院ラウンド各部署での勉強会　
１
　　定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド各部署での勉強会

２
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、病院ラウンド各部署での勉強会、マニュアル見直し

３
定例委員会、入院時のアセスメント・褥瘡評価、高齢ラウンド各部署での勉強会

次回の委員会は4月5日（火）16:00から病院2階会議室で開催予定です。
